Ｈ30年度 外国語活動において意識して取り組むこと
 (
　
①　
単元の出口における目標（子供の目指す姿）をはっきりと立てる。
   
 目標（
目指す姿）
を基に、目的意識をも
って意欲的に取り組める活動を考え、スモールステップで目標に近付い
ていけるよう工夫しましょう。
　
②　
身に付けさせたい表現を繰り返す活動を仕組む。
　　　
単元で中心となる会話文を決め、単元を通して繰り返す活動を意図的に取り入れ、表現に慣れさせましょう。
　　　
　
③　
毎時間始め
にアルファベットタイムを設ける。
　　　
書くこと（アルファベット・ヘボン
式表記）につながる活動を毎時間の初めに位置付けて取り組みましょう
。
　　
Song
 
Time
 
→
 
Alphabet
 
Time
(
　
Reading・
Writing
を活動に
組み込
む　
) 
→
 
Today
’
s  aim
･･･
　　例：フラッシュカードを読む。アルファベットのポインティングゲーム。
　　　　アルファベットの大文字3字を4本線プリントに繰り返し書く。
等
　
④　
授業実践をストックしていく。
　　
指導案や
略案
、資料等、
各校での実践を残していくよう工夫
しましょう。（推進委員中心に
ファイリングしておきましょう。
）
※　朝日町の子供たちのために共通理解・共通実践を行っていきましょう。
)	朝日町外国語活動推進委員会
